
団　

員

川
原　

章
裕

団　

員

川
原　

孝
一

団　

員

川　

秀
行

団　

員

山
沢　

秀
和

団　

員

清
谷　

宗
幸

団　

員

辻
田　

秀
樹

団　

員

滝
口　

善
紀

滋
賀
県
消
防
協
会

日
野
支
部
長
表
彰

　

☆
勤
功
表
彰(

８
年
勤
続)

班　

長

舩
川　

泰
裕

班　

長

森
田　

一
平

班　

長

前
田　

能
利

班　

長

奥
村　

昌
博

班　

長

西
川　

貴
昭

班　

長

上
野　

高
寅

班　

長

山
内　

久
弥

団　

員

北
尾　

正
典

団　

員

中
野　

雅
人

団　

員

田
中　

成
彦

　

☆
特
別
感
謝
状

日
野
町
消
防
団　

第
２
分
団

日
野
町
長・

日
野
町
消
防
団
長
表
彰

　

☆
功
労
章

分
団
長

嶋
村　

昌
宏

退
職
者
感
謝
状
贈
呈

　

○
15
年
か
ら
30
年
勤
続
感
謝
状

元
班
長

仲
上　
　

豊

　

○
５
年
以
上
勤
続
感
謝
状

元
分
団
長

木
田　

昭
彦　

元
班
長

西
村　

豊
和

元
班
長

岡　
　

保
和

元
班
長

北
　

忠
明

元
団
員

園
城　

久
志

元
団
員

岡　
　

弘
之

元
団
員

中
野　

賦
秀

元
団
員

野
㟢　

功
全

元
団
員

石
沢　

宏
幸

元
団
員

㟢　

朋
彦

元
団
員

山
本　

正
昭

元
団
員

松
本　

剛
幸

元
団
員

太
田　

武
彦

元
団
員

清
水　

和
彦

元
団
員

三
　
　

泰

日
野
町
長
表
彰（
５
年
勤
続
）

班　

長

榎　
　

謙
治

班　

長

藤
岡　
　

功

班　

長

東　
　

武
司

団　

員

相
坂　

創
志　
　

団　

員

吉
川　

礼
二

団　

員

仲
上　

拓
男

団　

員

川　
　

亮

団　

員

吉
澤　

典
昭

団　

員

鈴
木　

浩
之

団　

員

髙
木　

茂
和

団　

員

石
山　

善
栄

団　

員

辻
田　

秀
樹

団　

員

落
合　

竜
司

日
野
町
消
防
団
長
表
彰

団　

員

松
元　
　

公

団　

員

大
谷　

順
也

団　

員

北
浦　

吉
隆

団　

員

岡
村　

忠
英

団　

員

川　
　

亮

団　

員

岡　
　

佑
樹

団　

員

本
道　

信
行

団　

員

塚
本　

栄
一

団　

員

小
森　

紀
明

団　

員

野
谷　

直
樹

団　

員

岡
田　

和
裕

団　

員

中
西　

清
嗣

団　

員

木
村　

健
志

団　

員

福
永　

春
樹

団　

員

山
本　

篤
史

団　

員

滝
口　

善
紀

団　

員

吉
澤　

範
文

滋
賀
県
消
防
協
会
日
野
支
部
出
初
式

１
月
７
日（
日
）、日
野
公
民
館
で
平
成
３０
年
滋
賀
県
消
防
協
会
日
野

支
部
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
野
町
消
防
団
員
約
１
５
０
人
と
、消
防
車
両
等
７
台
が
参
加
。機
械
器

具
点
検
や
式
典
な
ど
の
後
、祝
賀
パ
レ
ー
ド
、祝
賀
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、長
年
に
わ
た
る
消
防
団
活
動
や
、訓
練
等
の
功
績
を
称
え
、

表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
章
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

滋
賀
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

☆
勤
続
章（
10
年
）

団　

員

辻　
　

俊
彦

団　

員

谷
元　

圭
一

　

☆
消
防
団
活
性
化
対
策
精
励
表
彰

　
　

○
金
章

班　

長

牧
野　

和
也

　
　

○
銀
章

班　

長

植
田 

真
之
介

班　

長

前
田　

能
利

班　

長

山
　

庄
平

　
　

○
銅
章

団　

員

大
谷　

順
也

団　

員

岡
村　

忠
英

団　

員

竹
内　

良
介

団　

員

瀬
川　

佳
伸

団　

員

深
田　

久
弥

団　

員

鈴
木　

浩
之

決
意
新
た
に
…
「
災
害
ゼ
ロ
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
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地 域 に 新 し い 風 を

日野町地域おこし協力隊活動記

問い合わせ先 ◆ 商工観光課 商工観光担当 ☎0748-52-6562

日野町では、平成27年度から谷口智哉さんと鵜瀬ゆりさんの2名が地域おこし協力隊として
活動しています。

このコーナーでは、地域に根ざし、新たな風を吹き込む隊員とその活動、想いを紹介します。

各団体などから隊員へ講演などを依頼される場合は、事前に役場商工観光課までお問い合わせ願います。
隊員の活動は、日野町ホームページでも確認できます。

これからも地域で活躍する地域おこし協力隊にご期待ください！

く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」「
よ
そ

の
地
区
に
つ
い
て
は
、今
ま
で
知
る
機

会
が
無
か
っ
た
の
で
面
白
い
」な
ど
の
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
日
野
一
期
一
会
」は
第
二
弾
も
企

画
す
る
予
定
で
す
。ま
た
、第
一
弾
の

コ
ー
ス
も
３
名
以
上
の
申
し
込
み
が
あ

れ
ば
ご
希
望
の
日
時
で
の
催
行
も
可

能
で
す
の
で
、今
ま
で
行
く
機
会
が
な

か
っ
た
方
も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

「
日
野
一
期
一
会
」の
詳
し
い
内
容
は

ブ
ロ
グ「
日
野
の
え
え
と
こ
ろ
」で
確
認

で
き
ま
す
。

オ
フ
ァ
ー
に
川
内
さ
ん
が
快
く
お
応
え

い
た
だ
き
実
現
し
ま
し
た
。ぜ
ひ
皆
様

に
見
て
い
た
だ
き
た
い
展
示
で
す（
入
館

無
料
）。２
月

２５
日
に
は
日
野
公
民
館
で

川
内
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
予
定
し

て
い
ま
す（
有
料
）。

町
内
の
方
で
も
、特
に
他
の
地
区
の

方
は
ひ
な
ま
つ
り
紀
行
を
見
に
行
っ
た

こ
と
が
な
い
と
お
話
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。こ
の
機
会
に
、ま
だ
行
っ
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
方
は
ぜ
ひ
、期
間

中
に
大
窪
・
村
井
・西
大
路
の
一
帯
を
散

策
し
に
行
く
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

鵜
う の せ

瀬 ゆりさん

校
の
中
を
見
学

し
ま
し
た
。

ま
た
１２
月

１６
日（
土
）に
は
、

「
仁
正
寺
藩
と

市
橋
家
」と
題

し
て
、西
大
路

の
清
源
寺
か
ら

中
野
城
跡
ま
で
の
範
囲
を
歩
き
、仁
正

寺
藩
邸
の
遺
構
や
そ
の
他
の
旧
跡
を
巡

る
ツ
ア
ー
を
催
行
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
は
全
員
が
日
野
の
方
で
、

「
た
ま
に
車
で
通
っ
た
り
も
す
る
け
ど
、

歩
か
な
い
と
発
見
で
き
な
い
も
の
が
た

ン
で
は
、期
間

中（
３
月

１１
日

（
日
）ま
で
）の

土
日
、ひ
な
祭

り
御
膳
を
食

数
限
定
で
ご

提
供
す
る
予

定
で
す
。

ま
た
、日
野
ま
ち
か
ど
感
応
館
内・旧

正
野
薬
店
包
装
場
の「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
つ
つ

む
」で
は
、日
野
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
、

世
界
で
も
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
写
真

家
・
川か
わ
う
ち内
倫り
ん
こ子
さ
ん
の
写
真
展
が
２
月

２５
日（
日
）か
ら
４
月
１
日（
日
）ま
で
開

催
さ
れ
ま
す
。今
回
の
展
示
は
、突
然
の

谷
たにぐち

口 智
と も や

哉さん

昨
年

１２
月
９
日（
土
）、日
野
町
の
魅

力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
ツ
ア
ー「
日
野

一
期
一
会 

第
一
弾
」の「
御
代
参
街
道

鎌
掛
宿
」を
催
行
し
ま
し
た
。鎌
掛
の

集
落
内
を
歩
き
、そ
の
地
名
の
由
来
や

御
代
参
街
道
の
成
り
立
ち
、旅
籠
な
ど

の
説
明
を
行
い
、最
後
に
旧
鎌
掛
小
学

２
月

１１
日（
日
）よ
り
、「
日
野
ひ
な
ま

つ
り
紀
行
」が
始
ま
り
ま
す
。近
江
日

野
商
人
ふ
る
さ
と
館「
旧
山
中
正
吉
邸
」

で
は
、雛
人
形
の
展
示
は
も
ち
ろ
ん
、

館
内
に
生
け
花
が
飾
ら
れ
た
り
、絵
手

紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
作
品
が
展
示
さ

れ
た
り
す
る
な
ど
、館
内
が
華
や
か
に

な
り
ま
す
。さ
ら
に
食
体
験
レ
ス
ト
ラ
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